
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
参
照
条
文

国
際
通
貨
基
金
協
定
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
十
三
号
）
（
抄
）

第
三
条

割
当
額
及
び
出
資

第
一
項

割
当
額
及
び
出
資
額
の
払
込
み

各
加
盟
国
は
、
特
別
引
出
権
で
表
示
さ
れ
る
割
当
額
を
割
り
当
て
ら
れ
る
。
連
合
国
通
貨
金
融
会
議
に
代
表
さ
れ
た
加
盟
国
で
千
九
百
四
十
五

年
十
二
月
三
十
一
日
前
に
加
盟
国
の
地
位
を
受
諾
す
る
も
の
の
割
当
額
は
、
付
表
Ａ
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。
そ
の
他
の
加
盟
国
の
割
当
額
は
、
総

務
会
が
定
め
る
。
各
加
盟
国
の
出
資
額
は
、
当
該
加
盟
国
の
割
当
額
と
同
額
と
し
、
全
額
を
適
当
な
寄
託
所
に
お
い
て
基
金
に
払
い
込
む
。

第
二
項
～
第
四
項

（
略
）



国
際
復
興
開
発
銀
行
協
定
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
十
四
号
）
（
抄
）

第
二
条

銀
行
の
加
盟
国
の
地
位
及
び
銀
行
の
資
本

第
一
項

（
略
）

第
二
項

授
権
資
本

銀
行
の
授
権
資
本
は
、
千
九
百
四
十
四
年
七
月
一
日
現
在
の
量
目
及
び
純
分
を
有
す
る
合
衆
国
ド
ル
に
よ
る
百
億
ド
ル
と
す
る
。
資
本
は
、

(a)
各
十
万
ド
ル
の
額
面
価
額
を
有
す
る
十
万
株
に
分
ち
、
こ
の
株
式
は
、
加
盟
国
の
み
が
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

資
本
は
、
銀
行
が
総
投
票
権
数
の
四
分
の
三
の
多
数
に
よ
つ
て
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)
第
三
項

株
式
の
応
募

各
加
盟
国
は
、
銀
行
の
資
本
の
株
式
に
応
募
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
加
盟
国
が
応
募
す
べ
き
株
式
の
最
小
限
は
、
附
表
Ａ
に
掲
げ
る
も

(a)
の
と
す
る
。
そ
の
他
の
加
盟
国
が
応
募
す
べ
き
株
式
の
最
小
限
は
、
銀
行
が
定
め
、
銀
行
は
、
そ
の
資
本
の
う
ち
こ
の
加
盟
国
の
応
募
の
た
め

に
充
分
な
部
分
を
留
保
す
る
。

銀
行
は
、
規
則
を
設
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
加
盟
国
が
そ
の
応
募
す
べ
き
株
式
の
最
小
限
の
外
銀
行
の
授
権
資
本
の
株
式
に
応
募
す
る
こ
と

(b)
が
で
き
る
条
件
を
定
め
る
。

銀
行
の
授
権
資
本
が
増
額
さ
れ
た
と
き
は
、
各
加
盟
国
は
、
銀
行
が
定
め
る
条
件
に
基
い
て
、
そ
れ
ま
で
に
応
募
し
た
額
が
銀
行
の
資
本

(c)
の
総
額
に
対
す
る
割
合
と
同
一
の
割
合
で
増
加
額
に
つ
い
て
応
募
す
る
適
当
な
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。
但
し
、
加
盟
国
は
、
増
加
資
本
の
い
か

な
る
部
分
に
つ
い
て
も
応
募
の
義
務
を
負
わ
な
い
。

第
四
項
～
第
十
項

（
略
）



国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
（
抄
）

（
銀
行
へ
の
出
資
額
）

第
二
条
の
二

政
府
は
、
銀
行
に
対
し
、
こ
の
法
律
施
行
の
日
に
お
け
る
基
準
外
国
為
替
相
場
（
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
基
準
外
国
為
替
相
場
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
換
算
し
た
本
邦
通
貨
の
金
額
が
九
百
億
円
に
相
当
す

る
国
際
復
興
開
発
銀
行
協
定
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
合
衆
国
ド
ル
の
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（a）



国
際
金
融
公
社
協
定
（
昭
和
三
十
一
年
条
約
第
十
七
号
）
（
抄
）

第
二
条

加
盟
国
の
地
位
及
び
資
本

第
一
項

（
略
）

第
二
項

株
式
資
本

公
社
の
授
権
資
本
は
、
合
衆
国
ド
ル
に
よ
る
一
億
ド
ル
と
す
る
。

(a)

授
権
資
本
は
、
各
千
ド
ル
（
合
衆
国
ド
ル
）
の
額
面
価
額
を
有
す
る
十
万
株
を
分
け
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
十
万
株
の
う
ち
原
加
盟
国
が
最

(b)
初
に
引
き
受
け
た
株
式
以
外
の
株
式
は
、
そ
の
後
第
三
項

の
規
定
に
従
つ
て
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(d)

い
ず
れ
か
の
時
期
に
授
権
さ
れ
た
資
本
の
額
は
、
総
務
会
に
よ
り
次
の
方
法
で
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(c)

原
加
盟
国
以
外
の
加
盟
国
に
よ
る
最
初
の
引
受
に
際
し
て
の
株
式
発
行
の
た
め
そ
の
増
加
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
投
票
の
過
半
数

(ⅰ)
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

の
規
定
に
従
つ
て
授
権
さ
れ
る
増
加
の
累
計
は
、
一
万
株
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。

(c)
(ⅰ)

そ
の
他
の
場
合
に
は
、
総
投
票
権
数
の
五
分
の
四
の
多
数
決
に
よ
る
。

(ⅱ)

の
規
定
に
従
つ
て
増
加
が
授
権
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
加
盟
国
は
、
公
社
が
決
定
す
る
条
件
に
基
い
て
、
そ
れ
ま
で
に
引
き
受
け
た
株

(d)

(c)
(ⅱ)

式
が
公
社
の
総
株
式
資
本
に
対
す
る
割
合
と
同
一
の
割
合
で
増
加
株
式
を
引
き
受
け
る
適
当
な
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
加
盟
国
は
、
増
加
資
本
の
い
か
な
る
部
分
を
も
引
き
受
け
る
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。

最
初
の
引
受
に
際
し
て
又
は

の
規
定
に
従
つ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
株
式
以
外
の
株
式
の
発
行
は
、
総
投
票
権
数
の
四
分
の
三
の
多
数
決
を

(e)

(d)

必
要
と
す
る
。

（
略
）

(f)
第
三
項

引
受

～

（
略
）

(a)

(c)



株
式
引
受
に
つ
い
て
の
価
格
そ
の
他
の
条
件
は
、
原
加
盟
国
に
よ
る
最
初
の
引
受
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
公
社
が
決
定
す
る
。

(d)



国
際
開
発
協
会
協
定
（
昭
和
三
十
六
年
条
約
第
一
号
）
（
抄
）

第
三
条

資
金
の
追
加

第
一
項

追
加
出
資

協
会
は
、
原
加
盟
国
に
よ
る
当
初
出
資
の
払
込
み
の
完
了
の
予
定
に
照
ら
し
て
適
当
と
認
め
る
時
に
及
び
そ
の
後
は
約
五
年
ご
と
に
、
協

(a)
会
の
資
金
量
の
適
否
に
つ
い
て
検
討
し
、
望
ま
し
い
と
認
め
た
と
き
は
、
出
資
額
の
一
般
的
増
加
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。
前
記
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
出
資
額
の
一
般
的
又
は
個
別
的
増
加
は
、
い
つ
で
も
承
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
個
別
的
増
加
は
、
関
係
加
盟
国
の
要
請
に
応
じ

て
の
み
考
慮
す
る
。
こ
の
項
の
規
定
に
基
づ
く
出
資
は
、
こ
の
協
定
に
お
い
て
追
加
出
資
と
い
う
。

の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
追
加
出
資
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
出
資
を
承
認
さ
れ
た
額
及
び
出
資
に
関
す
る
条
件
は
、
協
会

(b)

(c)
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

追
加
出
資
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
各
加
盟
国
は
、
協
会
が
合
理
的
に
定
め
る
条
件
に
従
つ
て
、
当
該
加
盟
国
が
そ
の
相
対
的
投
票
権
を
維

(c)
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
額
を
出
資
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。
も
つ
と
も
、
加
盟
国
は
、
出
資
す
る
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
項
に
基
づ
く
す
べ
て
の
決
定
は
、
総
投
票
権
数
の
三
分
の
二
の
多
数
に
よ
り
行
な
う
。

(d)
第
二
項

（
略
）



特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
積
立
金
）

第
八
十
条

外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
に
お
い
て
、
毎
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰
余
金
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
剰
余
金
の
う
ち
、
外

国
為
替
相
場
の
変
動
、
市
場
金
利
の
変
動
そ
の
他
の
要
因
を
勘
案
し
、
同
会
計
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
金
額
を
、
積
立
金
と

し
て
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）


